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進捗報告報告書（実⾏団体） 
（「進捗報告」か「年度末報告」どちらの報告かが分かるようにタイトルを編集してください） 

● 提 出 ⽇ ：  2022 年  10 ⽉ 28 ⽇ 
● 事 業 名 ： 被災者⽀援からインクルーシブコミュニティネットワーク構築事業 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈⼤阪府地域⽀援⼈権⾦融公社 
● 実 ⾏ 団 体  ：⼀般社団法⼈タウンスペース WAKWAK   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗状
況＊ 

1. 制 度 の は ざ ま
に陥りやすい⼦
どもをはじめと
した要援護者の
居場所（コミュニ
ティスペース）が
できる 

① 居場所として物理的な
居場所が創出される 

② 居場所を利⽤した⼦ど
も及び家族の数 

① ⺠間の居場所として物
理的な場所が創出され
る。（1 カ所） 

② 市営住宅及び⽀援地域
内における要⽀援のリ
ストアップを⾏い、⼦
育てネットワークの構
築と中学⽣・⾼校⽣の
学習⽀援と進路相談の
場を作る 

① 2021 年 
4 ⽉ 
 

② 2023 年
2 ⽉ 

① 休眠預⾦通常枠、緊急⽀援枠、クラ
ウドファンディングを通じて多くの
賛同を得て⺠家を改装。 
学習⽀援および厚労省⽀援対象児童
等みまもり強化事業実施のための従
事者研修等で利⽤。地域⽀援・ボラ
ンティア活動の拠点として整備して
いる。 
➁⼦育て層が参加できるイベントの
開催と相談できる場の構築。 
中学⽣の学習⽀援と同時に保護者⾃
⾝の⽀援・療育施設への相談の⽴ち

① 2 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

② 2 
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合い等、家庭の中で解決できない課
題解決に向けての伴⾛⽀援を実施。 
⾼校⽣については学習⽀援の卒業⽣
を対象に⾼校⽣活の困りごと等ヒア
リングを本⼈と保護者に⾏った。 
困りごととして多かった、学習⽀援
と進路⽀援に重点を置き試験前の学
習⽀援と進路相談を実施している。 

〇⽀援対象者世帯数 23世帯 

 

2. 市 営 住 宅 に お
いて⽣活困窮家
庭、ひとり親家
庭、⾼齢者世帯等
の社会的孤⽴に
陥りやすい世帯
が参加できる居
場所がある。 

➀何らかのサポートにア
クセスした⽣活困窮家庭、
ひとり親家庭、⾼齢者世帯
等の社会的孤⽴に陥りや
すい世帯の世帯数 
➁専⾨的な⽀援につなが
っている要⽀援者の世帯
数 

市営住宅における要⽀援
世帯のリストアップのう
ち少なくとも 60％以上の
世帯についてアクセスで
きる状態とする。 

2023 年 
2 ⽉ 

コロナ禍での定額給付⾦の申請⼿続き
や市営住宅の建替えに伴う住⺠説明会
を通じて、市営住宅地域住⼈・市営住宅
住⼈の相談や困りごとなどを集約して
いる。 
⾼齢者の居場所づくりとして、お茶会形
式でおしゃべりの場を作り困りごとの
聞取りを実施。 
〇実績:ちらしの配布公営住宅住⺠かつ
要⽀援家庭を中⼼に 200世帯 
〇⼿続き伴⾛⽀援 のべ 58件 
➁相談の中から専⾨的な⽀援必要な家
庭に対しては市内の専⾨機関へつなぎ、
⽀援の役割分担を⾏いながら継続して
関わりを持った。 
〇33件（⾼槻市施設、社会福祉協議会等） 

① 3 
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＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 

3. 地 域 ⽀ 援 を ⾏
っていく⼈材が
増加する 

①常時あるいは定期的な
情報のやり取りがあるイ
ンフォーマル団体数 
➁地域において⾏われる
様々な取り組みに対する
地域住⺠・ボランティアの
数 

① ⽀援地域全体で 10 団
体 

② ボランティア 200 ⼈ 

2023 年 
2 ⽉ 

① 学習⽀援を中⼼に⼤学⽣が関わって
いる。 
また 22 年度は学習⽀援卒業⽣が⼤
学⽣となり講師として参加。 
今後も、⼈間関係トレーニングや専
⾨分野への後押しを⾏う事で⼈材育
成を⾏う。 

〇提携⼤学 4 ⼤学・登録⼤学⽣ 18 名。 
⼦ども⾷堂ではコロナの影響によりフ
ードバンク⼤阪提供の⾷糧の配布を⾏
っている。⾷糧配布については市内の企
業とも連携している。 
〇連携企業数 2 社 
⽀援世帯：4世帯 

➀3 

4. 市 営 住 宅 を 拠
点とした要援護
者を包括⽀援す
るまちづくり組
織ができる 

①要援護者を包括するマ
ネジメント組織の数 

① ⽀援対象地域で 2 団体 2023 年 
2 ⽉ 

地域の課題解決や今後の取り組みに向
けて地域のネットワークを再構築。 
まちづくりに伴う⽀援活動従事者を再
結成する。 

3 

5.当地区の協働
実践の知⾒をま
とめた成果物が
できる 

①地域内外への機関紙や
報告書の配布数 

① 機関紙の発⾏年 4回 
② 報告書の発⾏年ごとに

1冊 

2021 年・ 
2022 年・ 
2023 年 

➀WAKWAK 通信の発⾏ 
➁今年度の発⾏未定 

➀2 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
★学習⽀援参加のべ⼈数：20 年度-1,144 ⼈（実施回数 90回・受講⽣ 489⼈・講師・617⼈・卒業⽣ 38 ⼈） 

21 年度-1,157⼈（実施回数 92回・受講⽣ 503 ⼈・講師 634 ⼈・卒業⽣ 20 ⼈） 
22 年度（9⽉ 30 ⽇迄）-562 ⼈（実施回数 59 回・受講⽣ 194 ⼈・講師 235⼈・卒業⽣ 67⼈） 

★フードパントリーのべ配⾷数：20 年度-実施回数 40回・配⾷数・655 ⾷ 
21 年度-実施回数 47 回・配⾷数 791⾷ 
22 年度(9⽉ 30 ⽇迄)-実施回数 6 回・配⾷数 84⾷ 

★学習⽀援及びフードパントリー⽀援家庭相談等対応のべ件数：20 年度：111件 
21 年度：187 件 
22 年度（9⽉ 30 ⽇迄）：170件 

★未就学児イベント・地域内⾼齢⼥性対象お茶会準備会の実施（未就学児イベントは 22 年度 10 ⽉・お茶会は 22 年度 11 ⽉本格開催） 
 
 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
2.広報制作物等 
3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 
 
添付資料活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
学習⽀援スタッフミーティング 
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学習⽀援の様⼦ 
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フードバンク OSAKA と丸⼤ハム提供⾷糧 
 
 
 
 
 


